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総
会
で
は
、
本
協
議
会
に

お
け
る
令
和
4
年
度
の
活
動

と
し
て
、
本
年
2
月
の
第
27

回
総
会
で
決
定
し
た
▽
多
様

古泉指定協会長
（新潟市）

な
大
都
市
制
度
の
早
期
実
現

▽
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保

▽
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年

金
へ
の
加
入
▽
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
―
の

4
項
目
を
柱
と
す
る
方
針
を

確
認
し
、
11
月
8
日
開
催
予

定
の
第
29
回
総
会
で
要
望
書

を
取
り
ま
と
め
、
要
望
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

ま
た
、第
27
回
総
会
で「
協

議
す
べ
き
テ
ー
マ
」
に
つ
い

て
は
、
⑴
多
様
な
大
都
市
制

度
の
創
設
等
⑵
議
会
の
権
能

強
化
―
の
2
項
目
を
決
め
て

い
た
が
、
具
体
の
協
議
内
容

と
し
て
、
⑴
多
様
な
大
都
市

全
国
市
議
会
議
長
会
指
定
都
市
協
議
会
（
会
長
＝
古
泉
幸
一
新
潟
市
議
会
議
長
）
は
8

月
18
日
、
名
古
屋
市
で
第
28
回
総
会
を
開
催
し
、
要
望
事
項
、
協
議
す
べ
き
テ
ー
マ
を
決

め
た
ほ
か
、
令
和
3
年
度
会
計
決
算
を
認
定
し
た
。

岩本たかひろ
指定協副会長（名古屋市）

第 ３３ 次地方制度調査会 専門小委
地方議会のあり方 議論

第
33
次
地
方
制

度
調
査
会
は
8
月

22
日
、
都
内
で
第

6
回
専
門
小
委
員

会
を
開
催
し
、「
地

方
議
会
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
議

論
し
た
。

本
会
を
含
め
三

議
長
会
は
、
こ
れ

ま
で
議
会
の
位
置

付
け
や
議
員
職
務

の
地
方
自
治
法
上

の
明
確
化
、
立
候

補
環
境
の
整
備
―
な
ど
に
つ

い
て
、
多
様
な
人
材
の
議
会

へ
の
参
画
等
に
つ
な
が
る
重

要
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
し
て
、
同
調
査
会
で
の
早

期
の
審
議
を
求
め
て
い
た
。

当
日
の
会
議
で
は
、
総
務

省
が
地
方
議
会
の
課
題
に
係

る
対
応
等
に
つ
い
て
、
⑴
議

会
の
位
置
付
け
等
か
ら
⑷
そ

の
他
（
左
上
掲
）
に
区
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て

の
論
点
と
な
る
「
着
眼
点

（
案
）」
を
示
し
、
こ
れ
を
も

と
に
各
委
員
が
議
論
し
た
。

「
議
会
の
あ
り
方
」
に
つ

い
て
は
、
次
回
開
催
の
専
門

小
委
で
引
き
続
き
議
論
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

⑴ 議会の位置付け等

⑵ 立候補環境の整備

⑶ 地方議会におけるデジタル
化への対応

⑷ その他（議会の招集日の変
更、議会の権能の強化）

地方議会の課題に係る対応等

総 会
指 定 協

大
都
市
の
課
題
協
議

制
度
の
創
設
等
で
は
、
①
多

様
な
大
都
市
制
度
の
創
設
に

関
す
る
最
近
の
動
向
②
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
、

⑵
議
会
の
権
能
強
化
で
は
、

地
方
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

当
日
は
「
多
様
な
大
都
市

制
度
の
創
設
に
関
す
る
最
近

の
動
向
」
に
つ
い
て
、
川
崎

市
総
務
企
画
局
都
市
政
策
部

の
中
岡
祐
一
地
方
分
権
・
特

別
自
治
市
推
進
担
当
部
長
が

指
定
都
市
市
長
会
の
活
動
状

況
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ

か
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
川

崎
市
、
大
阪
市
及
び
北
九
州

市
が
取
組
状
況
や
実
績
、
課

題
等
を
報
告
し
、
活
発
に
意

見
を
交
わ
し
た
。

総
会
で
は
ま
た
、
令
和
3

年
度
会
計
決
算
に
つ
い
て
、

要
望
事
項
決
定

総
会
終
了
後
に
開
催
し
た

研
究
会
で
は
、
三
浦
哲
司
名

古
屋
市
立
大
学
大

学
院
人
間
文
化
研

究
科
人
文
社
会
学

部
准
教
授
が
「
大

都
市
に
お
け
る
区

民
参
加
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
政
策
」
と

題
す
る
講
演
を
行

い
、三
浦
氏
を
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

大都市における大都市における
区民参加とコミュニティ政策区民参加とコミュニティ政策

指定協 清
水
富
雄
監
事
（
横
浜
市
会

議
長
）
が
監
査
結
果
を
報
告

し
、
こ
れ
を
認
定
し
た
。
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望
陳
述
を
行
っ
た
。

清
水
会
長
は
５
年
度
概
算

要
求
と
政
府
が
年
末
に
予
定

し
て
い
る
防
衛
戦
略
３
文
書

改
定
に
向
け
、▽
基
地・調
整

交
付
金
の
所
要
額
確
保
▽
基

地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額

確
保
▽
地
元
調
達
の
促
進
や

地
元
企
業
の
受
注
機
会
の
確

保
▽
次
期
中
期
防
衛
力
整
備

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
地

元
意
見
へ
の
配
慮
―
な
ど
を

要
望
し
た
。

中
で
も
基
地

周
辺
対
策
経

費
の
所
要
額
確

保
に
つ
い
て
は
、

骨
太
の
方
針
で

「
防
衛
力
の
５

年
以
内
の
抜
本

的
強
化
」
が
明

記
さ
れ
た
こ
と

に
触
れ
な
が
ら
、

特
に
「
特
定
防

衛
施
設
周
辺
整

備
交
付
金
」
の

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
（
会
長
＝
清
水
義
朋

福
生
市
議
長
）
は
８
月
10
日
、

自
民
党
防
衛
施
設
問
題
に
関

す
る
議
員
連
盟
第
13
回
総
会

に
出
席
。
基
地
関
係
予
算
の

所
要
額
確
保
な
ど
基
地
対
策

関
係
施
策
の
充
実
強
化
を
要

望
し
た
。

武
田
良
太
防
衛
施
設
議
連

会
長
か
ら
の
冒
頭
あ
い
さ
つ

の
後
、
議
事
に
入
り
、
本
会

基
地
協
は
じ
め
各
団
体
が
要

自
民
党
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議

一
般
財
源
確
保
な
ど
要
望

武田自民党防衛施設議連会長（左）

自
民
党
防
衛
施
設
議
連
総
会

要
望
実
施

基
地
対
策
関
係
予
算

中
期
防
衛
力
整
備
計
画

所
要
額
確
保
を
求
め
た
。

ま
た
、
地
元
調
達
の
促
進

や
地
元
企
業
の
受
注
機
会
の

確
保
に
つ
い
て
は
、地
元
調
達

の
促
進
等
に
繋
が
る
施
策
・

仕
組
み
づ
く
り
を
求
め
た
。

次
期
中
期
防
衛
力
整
備
計

画
策
定
に
当
た
っ
て
の
地
元

意
見
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、

関
係
市
町
村
の
意
見
に
十
分

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
関
係

市
町
村
へ
の
丁
寧
な
説
明
を

行
う
こ
と
を
要
望
し
た
。

ほ
か
、
総
会
で
は
防
衛
省

か
ら
①
基
地
周
辺
対
策
の
現

状
②
隊
舎
・
官
舎
等
の
現
状

―
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

本
会
の
田
中
晋
副
会
長

（
柏
市
議
会
議
長
）
を
は
じ

め
地
方
六
団
体
の
代
表
者

と
、
清
水
義
朋
全
国
市
議
会

議
長
会
基
地
協
議
会
会
長

（
福
生
市
議
会
議
長
）
ら
基

地
関
係
団
体
の
各
代
表
は
8

月
24
日
、
自
民
党
総
務
部
会

関
係
合
同
会
議
に
出
席
し
、

令
和
５
年
度
の
一
般
財
源
総

額
の
確
保
・
充
実
な
ど
の
要

自民党防衛施設議連総会の模様

田中副会長
（柏市）

望
を
行
っ
た
。

田
所
嘉
德
自
民
党
総
務
部

会
長
の
進
行
の
も
と
、
佐
藤

勉
同
党
情
報
通
信
戦
略
調
査

会
長
、
佐
藤
信
秋
地
方
行
政

調
査
会
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
団
体
か
ら
の
要
望

に
入
っ
た
。

地
方
六
団
体
か
ら
は
、
平

井
伸
治
全
国
知
事
会
会
長

（
鳥
取
県
知
事
）
が
代
表
し

▽新型コロナウイルス感染症に係る
財政措置等

▽当面の経済対策等
▽地方の安定的な財政運営に必要
な地方交付税等の一般財源総額
の確保・充実

▽デジタル田園都市国家構想と地
方創生の推進

▽デジタル化の推進
▽脱炭素社会の実現に向けた取組
▽防災・減災対策の推進と強靱な国
土づくり

▽持続可能な社会保障の基盤づくり
▽次世代を担う「人づくり」
▽地方議会の地方自治法への明確
な位置付けと活性化
▽地方税財源の確保・充実

【地方六団体主要要望項目】

清水基地協会長
（福生市）

て
要
望
。
六
団
体
の
主
要
要

望
項
目
（
左
上
掲
、
全
文
は

本
会
Ｈ
Ｐ
掲
載
）
か
ら
▽
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
財
政
措
置
等
▽
当
面

の
経
済
対
策
等
▽
地
方
の
安

定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な

地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源

総
額
の
確
保
・
充
実
▽
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
と

地
方
創
生
の
推
進
▽
地
方
税

財
源
の
確
保
・
充
実
―
な
ど

に
つ
い
て
求
め
た
。

ま
た
、
会
議
で
は
、
寺
田

稔
総
務
大
臣
か
ら
の
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

自民党総務部会関係合同会議の模様

地方六団体
基 地 協

基 地 協
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第２次岸田改造内閣 （敬称略）
大　臣 氏　名 選挙区（市区部のみ表記）

総 理 大 臣 岸 田 文 雄 広島１区（広島市中区、東区、南区）

総 務 大 臣 寺 田　 稔
広島5区（呉市、竹原市、三原市（一
部）、尾道市（一部）、東広島市（一
部）、江田島市（一部除く））

法 務 大 臣 葉 梨 康 弘 茨城3区（龍ケ崎市、取手市、牛久市、
守谷市、稲敷市）

外 務 大 臣 林　 芳 正 山口3区（宇部市、山口市（一部）、萩市、
美祢市、山陽小野田市）

財 務 大 臣 鈴 木 俊 一
岩手２区（宮古市、大船渡市、久慈市、
遠野市、陸前高田市、釜石市、二戸市、
八幡平市、滝沢市）

文部科学大臣 永 岡 佳 子 茨城7区（古河市、結城市、下妻市（一
部）、常総市、坂東市）

厚生労働大臣 加 藤 勝 信
岡山5区（倉敷市（一部）、笠岡市、井原
市、総社市、高梁市、新見市、真庭市

（一部）、浅口市）
農林水産大臣 野 村 哲 郎 参院鹿児島

経済産業大臣 西 村 康 稔 兵庫9区（明石市、洲本市、南あわじ市、
淡路市）

国土交通大臣 斉 藤 鉄 夫 広島3区（広島市安佐南区、安佐北区、
安芸高田市）

環 境 大 臣 西 村 明 宏 宮城3区（仙台市太白区（一部）､白石市、
名取市、角田市、岩沼市）

防 衛 大 臣 浜 田 靖 一 千葉12区（館山市、木更津市、鴨川市、
君津市、富津市、袖ケ浦市、南房総市）

官 房 長 官 松 野 博 一 千葉３区（千葉市緑区､ 市原市）

大　臣 氏　名 選挙区（市区部のみ表記）
デジタル大臣
行政改革担当 河 野 太 郎 神奈川15区（平塚市、茅ヶ崎市）

復 興 大 臣 秋 葉 賢 也 宮城2区（仙台市宮城野区、若林区、泉
区）

国家公安委員長
防 災 担 当 谷　 公 一

兵庫5区（豊岡市、三田市、丹波篠山市、
養父市、丹波市、朝来市、川西市（一
部））

地 方 創 生
デジ田構想担当 岡 田 直 樹 参院石川

少子化担当 小 倉 將 信 東京23区（町田市、多摩市（一部））

経 済 再 生
コロナ 担 当 山際大志郎 神奈川18区（川崎市中原区（一部）、高

津区、宮前区（一部除く））

経済安保担当 高 市 早 苗 奈良2区（奈良市（一部）、大和郡山市、
天理市、香芝市）

自民党新執行部 （敬称略）
役　職 氏　名 選挙区（市区部のみ表記）

幹 事 長 茂 木 敏 充 栃木５区（足利市、栃木市（旧栃木市の
区域）、佐野市）

総 務 会 長 遠 藤 利 明 山形1区（山形市、上山市、天童市）

政 調 会 長 萩生田光一
（ 八 王 子 市 ） 東京24区（八王子市（一部除く））

選対委員長 森 山　 𥙿
（鹿児島市）

鹿児島4区（鹿屋市、西之表市、垂水
市、曽於市、霧島市、志布志市）

国対委員長 髙 木　 毅 福井2区（敦賀市、小浜市、鯖江市、越
前市）

※表内の■は、市議会議員出身者で（　）内は出身市議会。

岸
田
文
雄
首
相
は
８
月
10

日
、
内
閣
改
造
を
実
施
。
第

２
次
岸
田
改
造
内
閣
が
発
足

し
た（
下
掲
）。
本
会
は
要
望

事
項
実
現
の
た
め
、
清
水
富

雄
会
長
（
横
浜
市
）
が
国
会

対
策
委
員
会
の
委
員
を
新
た

に
指
名
し
、
要
望
活
動
の
た

め
の
体
制
を
整
備
、
令
和
５

年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
要

望
活
動
を
行
う
。

第
２
次
岸
田
改
造
内
閣
の

地
方
自
治
関
係
ポ
ス
ト
で
は
、

寺
田
稔
氏
が
総
務
大
臣
、
岡

田
直
樹
氏
が
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
地
方
創
生
）
お
よ

び
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
担
当
大
臣
に
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
た
。

ま
た
、
岸
田
首
相
は
同
日

付
で
自
民
党
の
役
員
人
事
を

実
施
、
新
執
行
部
を
発
足
さ

せ
た
。
萩
生
田
光
一
前
経
済

産
業
相
（
元
八
王
子
市
議
会

議
員
）
が
政
務
調
査
会
長
に
、

森
山
裕
氏
（
元
鹿
児
島
市
議

会
議
長
、
元
本
会
九
州
部
会

長
）
が
選
挙
対
策
委
員
長
に

そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

第２次岸田改造内閣8月10日 発 足発 足

唐津市役所新庁舎
（写真提供＝唐津市）

▽
唐
津
市
（
佐
賀
県
）

〒
８
４
７
―
８
５
１
１

唐
津
市
西
城
内
１
―
１

☎
０
９
５
５
―
７
２
―
９
１
６
２

FAX
０
９
５
５
―
７
５
―
１
５
１
５

議
場
壁
面
に
唐
津
焼
陶
板

を
施
し
て
い
る
。
傍
聴
席
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
車
い
す
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
、
発
言
を
文

字
化
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
モ
ニ

タ
ー
に
表
示
。
最
上
階
の
市

民
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
は
唐
津
城

や
玄
界
灘
が
展
望
で
き
る
。

議場
（同左）

▼
議
長

▽
湖
南	

堀
田
繁
樹（
6・8
）

▽
加
須　	

栗
原　
肇（
6・14
）

▽
山
梨　	

木
内
健
司（
6・28
）

▽
行
田　	

吉
野　
修（
6・29
）

▽
富
士
宮	

鈴
木　
弘（
7・4
）

▽
岩
沼　	

櫻
井　
隆（
7・5
）

▽
尼
崎	

津
田
加
寿
男（
7・13
）

▽
米
子	

稲
田　
清（
7・14
）

▽
立
川	

木
原　
宏（
7・21
）

▽
加
古
川	

小
林
直
樹（
7・26
）

▽
越
前	

吉
田
啓
三（
8・1
）

▼
副
議
長

▽
串
間	

内
藤
圭
亮（
5・16
）

▽
青
梅	

鴻
井
伸
二（
5・17
）

▽
加
須	

小
林
利
一（
6・14
）

▽
山
梨	

村
田　
浩（
6・28
）

▽
行
田	

野
本
翔
平（
6・29
）

▽
二
本
松	

安
齋
政
保（
7・5
）

▽
尼
崎	

明
見
孝
一
郎（
7・13
）

▽
米
子	

門
脇
一
男（
7・14
）

▽
宮
津	

長
本
義
浩（
7・20
）

▽
立
川	

高
口
靖
彦（
7・21
）

▽
加
古
川	

織
田
正
樹（
7・26
）

▽
越
前	

橋
本
弥
登
志（
8・1
）

▼
事
務
局
長

▽
札
幌	

鈴
木
和
弥（
4・1
）

▽
湖
南	

西
田
章
彦（
4・1
）

▽
浜
田	

河
上
や
す
え（
4・1
）

▽
八
女	

牛
島
新
五（
4・1
）

▽
宮
古
島	

下
地
貴
之（
4・1
）

▽
市
川	

小
泉
貞
之（
7・13
）

新
庁
舎
落
成

議
会
人
事
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８
月
15
日
、
政
府
主
催
の

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
日
本

武
道
館
で
開
か
れ
た
。
天

皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席

を
仰
ぎ
、
遺
族
を
は
じ
め
岸

田
文
雄
首
相
や
清
水
富
雄
本

会
会
長
（
横
浜
市
）
ら
約

１
０
０
０
人
が
参
列
し
、
戦

没
者
約
３
１
０
万
人
の
ご
冥

福
を
祈
っ
た
。

令
和
元
年
ま
で
は
例
年
６

０
０
０
名
程
度
の
開
催
規
模

で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
参
列
者

数
の
規
模
を
最
大
１
４
０
０

名
程
度
と
し
て
行
わ
れ
た
。

岸
田
首
相
の
式
辞
に
続
き
、

参
列
者
全
員
に
よ
る
１
分
間

の
黙
と
う
の
後
、
天
皇
陛
下

か
ら
の
お
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。

天
皇
陛
下
は
「
過
去
を
顧

み
、
深
い
反
省
の
上
に
立
っ

て
、
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
繰

り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願

い
、
戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒

れ
た
人
々
に
対
し
、
全
国
民

と
共
に
、
心
か
ら
追
悼
の
意

を
表
し
、
世
界
の
平
和
と
我

が
国
の
一
層
の
発
展
を
祈
り

ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
（
全

文
を
左
掲
）。 

本日、「戦没者を追悼し平和を祈念する日」

に当たり、全国戦没者追悼式に臨み、さきの

大戦において、かけがえのない命を失った数

多くの人々とその遺族を思い、深い悲しみを

新たにいたします。

終戦以来77年、人々のたゆみない努力によ

り、今日の我が国の平和と繁栄が築き上げら

れましたが、多くの苦難に満ちた国民の歩み

を思うとき、誠に感慨深いものがあります。

私たちは今、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大による様々な困難に直面しています

が、私たち皆が心を一つにし、力を合わせて

この難しい状況を乗り越え、今後とも、人々

の幸せと平和を希求し続けていくことを心か

ら願います。

ここに、戦後の長きにわたる平和な歳月に

思いを致しつつ、過去を顧み、深い反省の上

に立って、再び戦争の惨禍が繰り返されぬこ

とを切に願い、戦陣に散り戦禍に倒れた人々

に対し、全国民と共に、心から追悼の意を表し、

世界の平和と我が国の一層の発展を祈ります。

天 皇 陛 下 お ことば天 皇 陛 下 お ことば

【出展：宮内庁ＨＰ（原文のまま掲載）】

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会 2022

SeptemberA４判・68頁・定価831円（年間購読料 9,972円）
議員研修誌 月刊 地方議会人 9

巻頭言　地方自治に思う
■ 「田園回帰」とは何か

明治大学農学部教授
	 小田切徳美

■ 特集
▶ 「田園回帰」の時代と、市町村の 

人口戦略
一般社団法人持続可能な
地域社会総合研究所所長

	 藤 山 　 浩
▶ 農業をビジネスにできれば人流も

生まれる
イスラエル農業に学ぶ地方活性化
拓殖大学国際学部教授

		  竹 下 正 哲

■	現地報告
和歌山県那智勝浦町／移住者受け
入れ45年の歴史から見えるもの

色川地域振興推進委員会副会長
	 原 　 和 男
高知県北川村／スマート農業で 
夢と希望をもてるゆず産業に
北川村副村長

		  野 見 山  誉
鹿児島県志布志市／Ｉターン就農で
産地復興と定住促進
志布志市役所 農政畜産課農政係主査

	 渕 田 公 志
■ 地方議会への提言

地方議会の議員が負う責務とは？
元内閣法制局第一部長

	 松 永 邦 男

検索サイトで「中央文化
社」とご入力頂き、弊社ホー
ムページをクリックしていた
だくか、スマートフォンでQR
コードを読み取ることにより、
書籍の詳細をご確認、ご購
入いただけます。

ローカルに生きる
都市から農山村への田園回帰

議員研修誌

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

2022

特集

2022

9
September
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巻頭言　小田切徳美
■特集
「田園回帰」の時代と、市町村の人口戦略
／藤山　浩
農業をビジネスにできれば人流も生まれる
イスラエル農業に学ぶ地方活性化
／竹下正哲

和歌山県那智勝浦町／高知県北川村／
鹿児島県志布志市

■現地報告

地方議会の議員が負う責務とは？
／松永邦男

■地方議会への提言

スマートフォンスマートフォン
対応サイト対応サイト

http://chuobunkasha.com/

中央文化社
ロ ー カ ル に 生 き る

都市から農山村への田園回帰

特　集

ご注文・問い合わせは
TEL	 03-3264-2520又はFAX 03-3264-2867
URL	 http://chuobunkasha.com/

株式会社
中央文化社

「戦争の惨禍が繰り返されぬことを」
戦没者追悼式で天皇陛下
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市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
31
万
８
３
４
０
人

（
令
和
４
年
７
月
31
日
）

▽
面
積　
７
５
７・20
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
江
戸
時
代
、

郡
山
は
奥
州
街
道
有
数
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
。
明
治

12
年
か
ら
始
ま
っ
た
国
直
轄

農
業
水
利
事
業
の
第
一
号
で

あ
る「
安
積
疏
水
」の
開
削
事

業
に
よ
り
、
農
業
や
工
業
が

急
速
に
発
展
し
、
現
在
は
東

北
有
数
の
経
済
県
都
と
と
し

て
栄
え
て
い
る
。
大
正
13
年

に
小
原
田
村
を
合
併
し
、
全

国
99
番
目
の
市
と
し
て
「
郡

山
市
」が
誕
生
。平
成
９
年
に

中
核
市
移
行
、
令
和
６
年
に

は
市
政
施
行
１
０
０
周
年
・

合
併
60
年
の
節
目
を
迎
え
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　

市
章
は

「
山
」
の
字
の
小
篆
を
図
案

化
し
た
も
の
で
、
藩
政
時
代

か
ら
郡
山
代
官
支
配
下
の

「
郡
山
」
の
標
識
と
し
て
長

い
間
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
。

市
の
花
は
ハ
ナ
カ
ツ
ミ
、
木

は
山
桜
、
鳥
は
カ
ッ
コ
ウ
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

38
人
（
現

在・男
性
33
人
、
女
性
４
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
元
年
８

月
11
日
。
立
候
補
48
人
。
投

票
率
37・26
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
議
会

の
電
子
化
・
ペ
ー
パ
レ
ス
化

を
図
る
た
め
、
令
和
元
年
９

月
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

導
入
。
ま
た
、
開
か
れ
た
議

会
と
し
て
、
多
様
な
民
意
を

市
政
に
反
映
す
る
た
め
、
本

市
議
会
で
は
初
め
て
と
な
る

猪苗代湖
（写真提供＝郡山市）

本
市
は
、
福
島
県
の
中
央

に
位
置
し
、首
都
圏
か
ら
東
北

新
幹
線
で
約
80
分
と
い
う
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
に
加
え
、鉄
道

や
高
速
道
路
が
縦
横
に
交
差

す
る
な
ど
、
交
通
の
利
便
性

が
良
く
、「
人
」「
モ
ノ
」「
情

報
」が
集
ま
る
中
核
市
と
し
て

成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、合
唱
や
合
奏
な
ど
の
音
楽

活
動
も
盛
ん
で
、音
楽
が
身
近

に
あ
る「
楽
都
郡
山
」で
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、猪
苗
代

湖
を
は
じ
め
と
し
た
美
し
い

自
然
と
、そ
の
自
然
に
育
ま
れ

た
農
産
物
を
使
っ
た
、美
味
し

い
お
酒
や
料
理
も
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
郡

山
市
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

  

議

長

の

話

議

長

の

話

郡

山

市

部
会
長
市
紹
介

第４回第４回

塩田義智議長

「
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換

会
」
を
令
和
３
年
11
月
に
開

催
し
た
。

本
会
が
主
催
す

る
「
２
０
４
０
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
出
前

セ
ミ
ナ
ー
」
が
8

月
10
日
、
鳥
取
市

で
開
か
れ
た
。
こ

の
日
は
近
畿
大
学

の
髙
橋
愛よ
し
の
り典
教

授
が
登
壇
し
、「
買

い
物
弱
者
対
策
に

お
け
る
交
通
・
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
役
割
」

の
演
題
で
講
演
し
た
。

高
齢
化
と
人
口
減
少
が
急

速
に
進
む
中
、
全
国
的
に
拡

大
し
、
共
通
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
「
買
い
物
弱
者
問

題
」
。
農
林
水
産
省
が
平
成

27
年
に
取
り
ま
と
め
た
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
食
料
品
ア

ク
セ
ス
困
難
人
口
（
食
料

品
店
舗
ま
で
500
㍍
以
上
＋
65

歳
以
上
＋
自
動
車
利
用
が
困

難
）
は
、全
国
で
824・6
万
人

に
上
る
と
推
計
さ
れ
た
。

同
教
授
は
、
買
い
物
弱
者

が
増
加
し
て
い
る
要
因
と
し

て
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る

も
の
の
ほ
か
、
▽
自
家
用
車

の
普
及
と
郊
外
化
▽
ま
ち
づ

く
り
３
法
と
そ
の
改
正
に
よ

る
流
通
政
策
の
変
化
▽
近
年

の
ネ
ッ
ト
通
販
の
台
頭
―
な

ど
商
圏
と
交
通
手
段
の
変
化

に
よ
る
中
小
商
店（
街
）と
公

共
交
通
の
弱
体
化
の
影
響
が

大
き
い
と
指
摘
し
た
。

買
い
物
弱
者
問
題
に
つ
い

て
同
教
授
は
、
左
図
の
と
お

り
、
消
費
者
の
手
に
商
品
が

渡
る
ま
で
の
「
ラ
ス
ト
マ
イ

ル
」
を
ど
の
よ
う
に
埋
め
る

か
、
A
か
ら
E
ま
で
の
5
類

型
を
示
し
、
各
地
事
例
の
手

法
や
特
徴
を
紹
介
。
ど
の

手
法
が
そ
の
地
区
・
地
域
に

合
っ
て
い
る
の
か
、
地
元
の

声
に
耳
を
傾
け
、
調
査
に
基

づ
い
た
検
討
を
行
う
こ
と
が
、

地
区
の
再
構
築
に
繋
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
の
見

解
を
示
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
外
出
と
買

い
物
で
人
と
の
交
流
を
維

持
す
る
必
要
性
を
強
調
し
、

「
交・流・通
」と
３
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
か
ら
、
ヒ
ト
の
交
通

と
、
モ
ノ
・
情
報
の
流
通
に

よ
っ
て
、
ヒ
ト
と
ヒ
ト
と
の

交
流
を
実
現
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
語
っ
た
。

物流・サプライチェーン

ラストマイル
（last mile)

小 売 業 者

新 規 拠 点B C

D

E

A

消 費 者
動くべきはヒト（来店=交通）かモノ（宅配=流通）か？

新 規 拠 点

消 費 者

小 売 業 者

🅐交通…消費者が店舗へ移動：送迎（バスなど）
🅑流通…消費者は自宅（あるいは近所）で商品を待つ：

御用聞き、共同購入、移動販売、ネットスー
パー

🅒来店宅配…来店者が購入した商品を自宅まで配達：
小売業者が配達、宅配業者に委託、タク
シーの活用

🅓小売業者からの「歩み寄り」…小規模=小商圏店舗
の出店、中山間地域
への出店

🅔消費者からの「歩み寄り」…配食、共同売店

買い物弱者対策の5類型と凡例

資料：講演資料を本紙で編集

髙橋近畿大学教授

未来ビジョン出前セミナー未来ビジョン出前セミナー
20402040  鳥 取鳥 取inin



令和４年９月５日号（6）第 2202・3号 全 国 市 議 会 旬 報

全国の市議会議員の皆様にご好評いただいている「市議会手帳」。
令和5年版の購入予約申込を開始しますのでご案内いたします。
市議会手帳のサイズは、ジャケットの胸ポケットに収まるコンパクト
サイズ。全国815市区の連絡先を収録した「全国市議会一覧」のほ
か、815市区の所在地がひと目でわかる「全国都市所在図」を収録す
るなど、市販の手帳ではみられない「市議会手帳」ならではの特徴を
備えています。
9月16日までのお申込みにより、手帳の表紙に市議会名を入れて、
12月上旬頃にお届けします。
お申し込みは、所属の議会事務局までお申し出ください。

「令和５年版 市議会手帳」 購入予約のお申込みについて「令和５年版 市議会手帳」 購入予約のお申込みについて

５

締切期限後においても在庫状況により販売可能ですが、
10月1日以後の注文では表紙の市議会名の名入れは対
応いたしかねますので、予めご了承ください。	

こ
の
位
置
に
市
議
会
名
が
入
り
ま
す

令和5年版 市議会手帳（イメージ）

申 込 期 限
99月月1616日日(金)まで(金)まで

価格（消費税込、送料込）

800 円一冊

表 紙 色 紺
サ イ ズ 15cm × 9cm

収録内容

カレンダー、月間予定表、週間予定表、
罫線メモ、主要官公庁一覧、全国市議
会一覧､ 度量衡比較表、全国都市所在
図、東京地下鉄路線図、略歴表、年齢・
西暦早見表、証明書、しおりひも

掲載期間 月刊予定表 ― 当年	 1 月 ~ 翌年	 3 月
週間予定表 ― 前年	12 月 ~ 当年 12 月

販売価格 800 円（消費税込・送料込）

全国市議会一覧

※人口は令和３年６月１日現在の住民基本台帳による。

市　　　　　　　名
議員
定数

人　口
（人）

面　積
（km2）

市制施行
年 月 日

電　話　番　号
FAX

郵 便
番 号

所　　在　　地市外
局番 市庁舎 議会直通

札 幌 さ っ ぽ ろ     

函 館 は こ だ て     

小 樽 お た る     

旭 川 あ さ ひ か わ     

室 蘭 む ろ ら ん    

釧 路 く し ろ  

帯 広 お び ひ ろ  昭   

北 見 き た み    

岩 見 沢 い わ み ざ わ     

夕 張 ゆ う ば り     

網 走 あ ば し り    

留 萌 る も い    留萌市幸町

苫 小 牧 と ま こ ま い     

稚 内 わ っ か な い     

美 唄 び ば い     

芦 別 あ し べ つ     

赤 平 あ か び ら     

江 別 え べ つ     

士 別 し べ つ     

紋 別 も ん べ つ     

名 寄 な よ ろ    

三 笠 み か さ     

※福岡の詳細は○Aの詳細図に示す

○A

※福岡の詳細は○Aの詳細図に示す

○A

令和３年９月１日現在　全国都市数815市区数

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
専
用

全
国
自
治
宝

く
じ
「
ク
イ

ッ
ク
ワ
ン
」。	

令
和
4
年
4

月
に
発
売
が

開
始
さ
れ
た

新
商
品
で
、

9
月
1
日
か

ら
30
日
の
間
に
発
売
さ
れ
た

分
に
つ
い
て
は
、
新
市
町
村

振
興
宝
く
じ
（
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
）
分
と
し
て
、
そ

の
収
益
金
が
各
都
道
府
県
の

市
町
村
振
興
協
会
に
交
付
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
は
、
売
上
金
の

収
益
は
自
治
体
財
源
に

収
益
は
自
治
体
財
源
に

ゲ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

新
商
品
宝
く
じ	

ス
キ
マ
時
間
を
チ
ャ
ン
ス
に

ス
キ
マ
時
間
を
チ
ャ
ン
ス
に

「
ク
イ
ッ
ク
ワ
ン
」
の
発

売
は
、「
宝
く
じ
公
式
サ
イ

ト
」
で
の
み
購
入
可
能
で
、

宝
く
じ
毎
に
異
な
る
ゲ
ー
ム

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
す

ぐ
に
当
せ
ん
結
果
が
わ
か

る
「
ス
キ
マ
時
間
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
る
宝
く
じ
」
と
し

て
、
よ
り
簡
単
・
気
軽
に
楽

う
ち
39
％
（
令
和
3
年
度
）

が
市
町
村
（
政
令
指
定
都
市

除
く
）
に
交
付
さ
れ
、
地
方

自
治
体
の
貴
重
な
自
主
財
源

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
益

事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

し
め
る
。

9
月
の
ゲ
ー
ム
は
、「
忍

び
」「
釣
り
」「
カ
プ
セ
ル
ト

イ
」「
料
理
」「
ラ
イ
ン
マ
ッ
チ
」

の
5
種
類
で
、
１
等
当
せ
ん

金
額
は
ゲ
ー
ム
毎
に
異
な
り
、

「
忍
び
」
＝
1000
万
円
、「
釣
り
」

＝
300
万
円
、「
カ
プ
セ
ル
ト

イ
」
＝
100
万
円
、「
料
理
」
＝

5
万
円
、「
ラ
イ
ン
マ
ッ
チ
」

＝
5
万
円
と
な
っ
て
い
る
。https://www.takarakuji-official.jp/

宝くじ公式サイトで発売中！

※6年版から1,000円
（税・送料込）に価格を	
改定いたします。


